
140ｍ
92ｍ23.5ｍ 23.5ｍ

アーチ支間 87ｍ

A1
A2

AP1 AP2

第20回性能に基づく橋梁等の耐震設計に関する
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AP2
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G2

B

A

C
補剛桁

橋軸方向軸回転：フリー
鉛直方向軸回転：フリー
橋軸直角方向軸回転：拘束

水平の剛部材床版

横桁
橋軸方向

鉛直方向
橋軸直角方向

竪壁
( 線形はり要素 )

フーチング
(剛体 ) 地盤ばね

(線形ばね )

RR f

f

E

E

E

y

f y

R w

w

座屈強度曲線から低減係数を求める

非線形特性を設定

設定した非線形特性を
各断面要素に用いる

cr

y

座屈強度曲線

低減係数(R wから求める)

R

cr

y

座屈強度曲線

低減係数 (R fから求める )

E

E

E

y

w w

支柱支材

対傾構

下横構

横桁
縦桁

上横構

アーチ支承

支柱部支承

アーチリブ

アーチリブ支材

支柱

補剛桁

地盤ばね

A1

A2

AP1

AP2G1

G2

床版
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①補剛桁塑性ヒンジ化 ②補剛桁塑性ヒンジ化③補剛桁塑性ヒンジ化

⑥アーチリブ塑性ヒンジ化

⑤補剛桁塑性ヒンジ化

④アーチリブ塑性ヒンジ化

A部 B部 C部 D部

補
剛
桁

ア
｜
チ
リ
ブ

A部

B部

C部

D部

B部

C部

水平震度 Kh

レベル 2地震時の
水平震度

0.79

0.54

0.78

0.84

0.89

0.79
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①アーチリブ ( 基部 ) が塑性ヒンジ化

②アーチリブ ( アーチクラウン
　周辺 ) が塑性ヒンジ化

③床版部が降伏

A部

B部 C部

D部

ア
｜
チ
リ
ブ

A部

B部

C部

D部

レベル 2地震時の
水平震度

0.57

0.71

0.72

0.58

水平震度 Kh
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②補剛桁塑性ヒンジ化

③アーチリブ塑性ヒンジ化

④補剛桁塑性ヒンジ化

⑤アーチリブ塑性ヒンジ化

①アーチリブ基部の支承損傷
( 損傷制御 )

①アーチリブ基部の支承が損傷する
( 損傷制御 )

②床版が降伏

②アーチリブ ( アーチクラウ
ン部 ) が塑性ヒンジ化

支承（損傷制御） 支承（損傷制御）

水平震度 Kh

支承
(損傷制御 )

アーチ
リブ

(アーチク
ラウン部 )

レベル 2地震時の
水平震度

0.43

0.94

アーチクラウン部

補
剛
桁

ア
｜
チ
リ
ブ

A部

B部

C部

B部

C部

支承
(損傷制御 )

レベル 2地震時の
水平震度

0.46

0.46

0.46

1.59

0.78

1.93

A 部 B 部 C部

支承（損傷制御） 支承（損傷制御）

水平震度 Kh
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K
h

A 部 B部 C部 D部

着目位置

損傷を制御しない場合
損傷を制御する場合

レベル 2地震時の
水平震度 0.43

最終水平震度 2.20

アーチリブ塑性ヒンジ化
(B,C 部 )

アーチリブ塑性ヒンジ化
(A,D 部 )

アーチクラウン部

アーチリブ塑性ヒンジ化
(アーチクラウン部 )

最終水平震度 4.34

支承（損傷制御） 支承（損傷制御）

床版全断面降伏
床版全断面降伏

支承損傷
（損傷制御）

Kh

補剛桁塑性
ヒンジ化 (B部 )

補剛桁塑性ヒンジ化
(D 部 )

アーチリブ塑性ヒンジ化 (C 部 )
補剛桁塑性ヒンジ化 (A,C 部 )

補剛桁塑性ヒンジ化
(A,B 部 )

アーチリブ塑性ヒンジ化
(B 部 )

補剛桁塑性ヒンジ化
(C 部 )

アーチリブ塑性ヒンジ化
(C 部 )

A 部 B部 C部 D部

着目位置

最終水平震度 0.89

最終水平震度 1.93

アーチリブ塑性ヒンジ化
(B 部 )

レベル 2地震時の水平震度 0.45

損傷を制御しない場合
損傷を制御する場合

支承損傷
（損傷制御）

支承（損傷制御） 支承（損傷制御）
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